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防災アンケート結果及び今年度の購入備品 

 
 2024 年 11 月 10 日の松ケ丘みどり秋まつりにおいて、防災備品の展示及び防災に係る

アンケートを実施しました。アンケート回答者には防災食を配布して協力いただきました｡ 

 
 
 
     当日の様子 

 
 
 
 
 防災アンケートでは、104 名の回答をいただきました（昨年度は 91 名）。昨年度と同じ

項目をアンケートとしたことで、昨年度との差・傾向がわかりました。また､自治会で備え

てほしい備品について項目を新たに追加しました。 

 
 全体傾向として、年初めの能登半島地震もあり､防災意識が高まったようです。具体的に

は、昨年度より、地震転倒防止（53％→60％）、食料備蓄日数（3.5 日分→4.3 日分）、携帯

トイレ（32％→53％）、発電機(0％→14％）の所有が増加、スマートフォン普及によるこ

とも一因と思われますが、携帯ラジオ（62％→54％）が減少しました。自治会で備えるも

のの希望は、水、トイレ、食料、発電機の順となりました。 

 
 今年度の防災関連備品は、秋まつりでのアンケート結果も参考に、消火器 6 台、テント

2 張、マンホールトイレ 1 台を新たに購入しました｡マンホールトイレは従来から 1 台を所

有していましたが､男性用と女性用の２台とするために追加で１台購入しました｡ 
  尚、アンケート結果で多数意見があった食料と水については、既に各家庭での備蓄率が

高いこと、流山市でも準備していること、自治会館での相当数（例えば、地域の住民数程

度）の備蓄が困難であることから、自治会としては積極的には備品として準備しないこと

としました。また､ポータブル電源及び太陽光発電機はすでに各１台所有しています｡ 
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